第９回議会基本条例検討特別委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成25年10月15日(火)　午前10時00分～午前11時26分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	副委員長　水野とみ子
委　員　　青山直道　　川合保生　さとうゆみ
　じんの和子　すえ規代　原田秀俊
議　長　　正木祥豊　　副議長　　加藤武

	
	事務局
	事務局長　同補佐　書記

	欠席者
	議　員
	委員長　　丹羽茂雄


１　あいさつ
（１）議長
（２）副委員長
　・　委員長欠席の報告
２　議題
（１）議会基本条例制定のための研究
（副委員長）・　静岡県島田市議会と三重県伊賀市議会の議会基本条例を持参してもらった。
基本的事項を規定する条例と具体的事項を規定する条例のどちらを参考に今
後検討するべきか、委員の意見を伺いたい。
（委　員）・　島田市議会基本条例は平成21年、伊賀市議会基本条例は平成19年に制定
されている。もっと新しい議会基本条例を参考にしてはどうか。
・　北海道栗山町議会基本条例は、実施済みの議会改革を条文に盛り込んだ。ま
た、伊賀市議会基本条例は、実施済みの議会改革のほか今後進めていく議会改
革も条文に盛り込んでいる。
　　　　 ・　近年制定された他市議会の基本条例についても、参考にすべきものがあれば
取り入れてはどうか。
　　　　 ・　具体的に議会改革が進むような条例の内容にしないといけない。
（事務局）・　みよし市議会では、議会基本条例のパブリックコメントを実施中。条文は「で
す・ます調」で、「議会は市民に分かりやすい言葉や表現を用い」と市民を意
識した規定がある。
（委　員）・　近年制定された議会基本条例の章立てをみると、８～10章が多いようだ。
　　　　 ・　いずれの基本条例を見ても、内容に大差はない。伊賀市議会基本条例を参考
にし、長久手らしさを肉付けしていってはどうか。
　　　　 ・　まず章立てをしてから具体的な条文を考えていってはどうか。
　　　　 ・　基本条例をいつまでに制定するか。また素案はいつまでに作るのかを先に決
めておかないと、時間ばかりかかってしまう。
（副委員長）・　いつごろの制定を目指すべきか。
（委　員）・　平成26年９月定例会上程予定とし、作業が遅れても12月定例会としては
どうか。
　　　　 ・　９月定例会は決算審査があり忙しいので、平成26年６月定例会でどうか。
（副委員長）・　素案の作成とパブリックコメントのタイミングも考慮して提案してほしい。
２月にアンケートを実施するため、平成26年６月定例会のスケジュールは、
難しいのではないか。
（議　長）・　執行部側にも意見を求めながら素案の作成をすべき。あまり拙速に事務を進
めることはせず、十分に議論して頂きたい。
（委　員）・　自治基本条例には議会基本条例についての規定があるようだが、自治基本条
例と制定スケジュールを合わせる必要はないか。
　　　　 ・　タイミングを合わせる必要はない。
（副委員長）・　正副委員長で条例制定までのスケジュール案を作成し、次回の委員会で示す
ので議論してほしい。
　　　　 ・　議会アンケートの内容はどうすべきか。多摩市議会の議会に対するアンケー
トでは、1,500人を無作為抽出し、513件の回答があったようだ。
（事務局）・　補正予算でアンケートの費用を要求している。
（委　員）・　送付は2,000通でよいのではないか。
（副委員長）・　以前配布した多摩市議会のアンケート項目から、必要だと思われる項目を決
めたい。
	必要な項目
	要検討項目

	・性別
・年齢
・傍聴（録画配信含む）
・議会だより
・議会情報の取得
・投票（市議会）
・議員報酬
・政務活動費
・議会の評価
・民意の反映
・議会改革
・意見、要望
	・議会の関心
・二元代表制
・議会活動（認知度、満足度、
要望等の伝達）
・議員（在職者数、認知度）


（副委員長）・　次回、追加項目があれば提案してほしい。
（委　員）・　議会アンケートは、全員打合せ会で他の議員の意見（追加したい項目等）も
聞くべき。
（副委員長）・　委員会で検討後のアンケートを全議員に配布し、意見収集をすることでよい
か。
＜異議なし＞
・　次回は10月28日（月）午後１時30分
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